
リスク分担型企業年金の概要 

□ リスク分担型企業年金は、事業主がリスクへの対応分も含む固定の掛金を拠出することにより、一定のリスクを負
い、財政バランスが崩れた場合には給付の調整を行うことで加入者も一定のリスクを負うことで、リスクを分担する仕
組み。 

□ 運用の結果が加入者等の給付に反映される可能性があることから、運用の基本方針の作成等に当たっては加入
者の意見を聴くこととし、その意見を十分に考慮するものとする。加入者の意見を聴く方法の一つとして、加入者代
表が参画する委員会を設置し、運用の基本方針に対して加入者代表が意見を述べる機会を与える方法がある。 
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○ 加入者の代表者の参画は必須(受給者
の参画を妨げない)。 

○ 運用の基本方針の作成・変更の都度及
び年１回以上、当該代表者に意見を述べる
機会が与えられる。 

○ 当該代表者は毎事業年度の積立金の資
産の額その他積立金の運用の実績の開示
を受けることができる。 

○ 専門的知識及び経験を有する代理人を
参加させることも可能。 

委員会 

意見陳述 

リスク分担型企業年金における 
ガバナンスの仕組み（イメージ） 

リスク分担型企業年金における掛金設定の仕組み（イメージ） 

※  上記委員会の設置の他、運用の基本方針の作成等に 
 ついて上記委員会に準じた方法で加入者の代表者に意見 
 を述べる機会を与える方法や、基金型の場合には、運用 
 の基本方針の作成等について加入者への意見の提出 
 機会の付与及び代議員の付議事項とする方法も可能。 

各年度における（Ａ）～（Ｃ）を 
合算する形で規約に規定 

過去期間分の積立不足の償却にかかる掛金に相当 
財政悪化リスク相当額に対応するための掛金に相当 

将来期間分の給付を賄う掛金に相当 
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リスク分担型企業年金における給付調整の仕組み（イメージ） 

減額 

※ 給付の額に乗じる調整率を増減させることにより、給付の額を変動。 


